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S321N-0000052～,S331N-0000051～



必読！ドライバーのみなさまへ 

走行する前に 

10 
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走行する前に 
お出かけの前に知っておいていただきたいこと、お守りいただきたいこ 

とをまとめています。 

 

日常点検などをかかさず行っ
てください 

安全で快適な運転をしていただくために、

日常点検・定期点検整備を実施すること

が法律で義務付けられています。 

点検・整備はメンテナンス ノートにした

がって実施してください。 

詳しくは別冊の「メンテナンス ノート」

をご覧ください。 

 

各部を正しく調整してくださ
い 

シート、ミラー類の位置を正しく調整し

てください。 

(シート→ 38 ページ) 

(車体各部の調整→ 101 ページ) 

シート ベルトはしっかりと着
用してください 

走行する前に必ず運転者、同乗者とも全

員がシート ベルトを着用してください。 

シート ベルトは正しく着用しないと効果

が半減したり、危険な場合があります。

必ず正しい着用方法を身に付けてくださ

い。 

(正しい着用→ 50 ページ) 

 

 

S321N-0000052～,S331N-0000051～



必読！ドライバーのみなさまへ 

走行する前に 
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妊娠中の方もシート ベルトを
着用してください 

妊娠中の方も下記の要領でシート ベルト

を着用してください。ただし、万一のと

き腹部などに強い圧迫を受けるおそれが

ありますので、シート ベルトの着用につ

いては、医師にご相談のうえ、注意事項

を確認してください。 

腰ベルトは、必ず腰骨のできるだけ低

い位置、お腹の膨らみの下に密着させ

て着用してください。腰ベルトが腰骨

からずれていると、衝突したときなど

に腹部に強い圧迫を受け、けがをする

おそれがあります。 

肩ベルトは、お腹の膨らみをさけ必ず

胸部に着用してください。肩ベルトを

腹部にかけていると衝突したときなど

に、腹部に強い圧迫を受け、けがをす

るおそれがあります。 

 

危険物は持ち込まないでくだ
さい 

車内や荷室内には、ガソリン、灯油、シ

ンナーなどの引火物の入った容器やスプ

レー缶類を持ち込まないでください。蒸

発ガスに引火したり容器が破損すると非

常に危険です。 

 

ペダル操作が確実に行える履
き物を着用してください 

安全な運転をしていただくために、ペダ

ル操作が確実に行える履き物を着用して

ください。ペダル操作が確実に行えない

と、思わぬ事故につながるおそれがあり

危険です。 

 

運転席足元に物を置かないで
ください 

走行中に空缶などの動きやすい物を足元

に置くと、ブレーキ ペダルの下に挟まり、

ブレーキ操作ができなくなったり、アク

セル ペダルが戻らなくなるなどのおそれ

があり危険です。 
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走行する前に 
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車に合わないフロア マットは
使用しないでください 

フロア マットはペダルに引っかから

ないよう、車に合った物を正しく敷い

てください。また、ずれないように固

定フックなどで必ず固定してください。 

 

フロア マットを正しく敷かなかった

り、重ねて敷くとペダル操作をさまた

げ、思わぬ事故につながるおそれがあ

り危険です。 

 

荷物を積み過ぎないでくださ
い 

助手席やリヤ シートに荷物を積み重

ねないでください。視界をさまたげた

り、ブレーキをかけたときや旋回して

いるときに荷物が飛び出して体にあた

るなどして、思わぬけがや事故につな

がるおそれがあり危険です。 

重い荷物を積み過ぎないでください。

車両や走行に悪い影響をおよぼし、思

わぬ事故につながるおそれがあり危険

です。 

 

タイヤ空気圧の点検をしてく
ださい 

タイヤ空気圧の点検は法的に義務付けら

れています。 

タイヤ空気圧はスペア タイヤも含め、最

低でも月に１回は点検を行ってください。 

タイヤ空気圧が極端に低い状態のまま走

行すると、偏摩耗や早期摩耗します。ま

た、バースト（破裂）など修理できない

ような損傷をタイヤにあたえたり、思わ

ぬ事故につながるおそれがあり危険です。 

タイヤの点検については、別冊の「メン

テナンス ノート」をご覧ください。 
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エンジンをかけるときは 
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エンジンをかけるときは 
エンジンをかけるときに知っておいていただきたいこと、お守りいただ

きたいことをまとめています。 

 

車両後方に可燃物がないこと
を確認してください 

エンジン始動前に、車両後方や排気管の

周りに可燃物（枯草・紙・木材など）が

ないか確認してください。可燃物がある

と排気管や排気ガスが高温になり、火災

になるおそれがあり危険です。 

 

オートマチック車の場合に注
意していただきたいこと 

駐車ブレーキをかけた状態でセレクト レ

バーを必ずレンジにして、ブレーキ ペ

ダルをしっかり踏みエンジンを始動して

ください。 

 (エンジンのかけかた→ 131 ページ) 

排気ガスには気を付けてくだ
さい 

排気ガスには無色・無臭で有害な一酸化

炭素が含まれているため、吸い込むと一

酸化炭素中毒になるおそれがあり危険で

す。 

換気の悪い場所（車庫など、周囲が閉鎖

された場所）でエンジンをかけたままに

しないでください。換気が不十分になり、

一酸化炭素中毒事故を起こす危険があり

ます。 

排気管はときどき点検してください。排

気管の異常または排気音の異常などに気

付いたときは、スバル販売店で点検を受

けてください。そのまま走行すると排気

ガスが車内に侵入するおそれがあり危険

です。 

車内に排気ガスが侵入してきたと感じた

らすぐに換気をし、車内に新鮮な空気を

入れてください。また、ただちにスバル

販売店で点検を受けてください。 
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走行しているときは 
走行しているときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきた

いことをまとめています。 

 

走行中はエンジンを止めない
でください 

走行中にエンジンを止めると、下記のよ

うな現象が起こるおそれがあります。 

ブレーキの倍力装置がはたらかなくな

るため、ブレーキの効きが悪くなり、

事故につながるおそれがあり危険です。 

各警告灯が作用しなくなります。 

ハンドル操作が重くなります。 

触媒装置を損傷するおそれがあります。 

下り坂ではエンジン ブレーキ
を併用してください 

フット ブレーキに頼ると、ブレーキが過

熱し、ブレーキの効きが悪くなり、危険

です。長い下り坂などではシフト ダウン

して、エンジン ブレーキを併用しましょ

う。 

1 速ずつシフト ダウンしてください。急

激なシフト ダウンはタイヤをロックさせ、

スリップなどの原因となり、事故につな

がるおそれがあり危険です。 

また、ぬれた路面や、積雪路、凍結路な

どのスリップしやすい路面では、十分速

度を落としてシフト ダウンしてください。 

 

エンジン ブレーキ 

エンジン ブレーキとは、走行中アクセル 

ペダルから足を離したときにかかるブレ

ーキのことです。低速ギヤになるほどよ

く効きます。 

 

ハンドルをいっぱいに回した
状態を長く続けないでくださ
い 

オイル潤滑不良を起こし、パワー ステア

リング ポンプを損傷するおそれがありま

す。 
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雨、風の強い日には走行に注
意してください 

雨や風の強い日は、スピードを控え目に

しましょう。特に橋や土手の上、トンネ

ルの出口、山の切通しの部分など、横風

の発生しやすい場所では、ハンドルをし

っかり持ち、スピードを落として走行し

てください。 

 

水たまりを走行したあとはブ
レーキの効きを確認してくだ
さい 

深い水たまりを走行したあとや洗車をし

たあとは、ブレーキ パッドがしめり、効

きが悪くなることがあります。ブレーキ 

ペダルを軽く踏み、ブレーキの効き具合

が正常かを確かめてください。 

効き具合が悪いときは前後の車に十分注

意し、ブレーキ ペダルを軽く踏みながら

低速でしばらく走行し、ブレーキのしめ

りを乾かしてください｡ 

 

スタック（立ち往生）などし
たときにはタイヤを高速で回
転させないでください 

タイヤがバースト（破裂）したり、異常

過熱により思わぬ事故につながるおそれ

があります。 

高速道路を走行するときに注
意していただきたいこと 

燃料、冷却水、エンジン オイルの量、

タイヤの空気圧、摩耗状態などの点検

は特に念入りに行ってください。 

高速での急ブレーキは特に危険です。

十分な車間距離を取って走行してくだ

さい。 

法定速度を守って走行してください。 

タイヤの
空気圧 

エンジン オイルの量 
燃料、冷却水 
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正しいシート位置で走行して
ください 

シートを倒した状態で人を乗せたまま走

行しないでください。 

また、リヤ シートを折りたたんだ状態で

荷室に人を乗せての走行もしないでくだ

さい。急ブレーキをかけたときなど、体

が固定されず大変危険です。 

人を乗せて走行するときは必ず通常のシ

ート位置で走行してください。 

（シート→ 38 ページ） 

 

ブレーキ ペダルに足をのせた
まま走行しないでください 

ブレーキ部品が早く摩耗したり、ブレー

キが過熱し、効きが悪くなるおそれがあ

ります。 

 

ハンドルの中からの操作をし
ないでください 

走行中にはハンドルの中に手を入れて、

スイッチなどの操作をしないでください。

ハンドル操作のさまたげになり、万一の

ときに大変危険です。 

 

「急」の付く運転はしないで
ください 

急激なハンドル操作、急発進、急加速、

急ブレーキや急激なエンジン ブレーキな

ど「急」の付く運転はさけてください。 

 

後退するときは子供や障害物
に気を付けてください 

ルーム ミラー、ドア ミラーなどでは確

認しにくい死角があります。安全確認を

しながらゆっくり後退してください。 

 

窓から手や顔などを出さない
でください 

窓から身を乗り出したり、手や顔を絶対

に出さないでください。思わぬけがをす

るおそれがあります。 
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駐停車するときは 
駐停車するときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきたい

ことをまとめています。 

 

長時間駐車するときに注意し
ていただきたいこと 

エンジンを必ず止めて駐車してください。

思わぬ事故につながるおそれがあります。 

 

駐停車のときは駐車ブレーキ
をかけてください 

駐車するときは、必ず駐車ブレーキをか

け、セレクト レバーをレンジに入れま

す。坂道で駐車するときは、さらに輪止

めを置いて駐車すると安全です。 

停車が長びくときは、ブレーキ ペダルを

踏んだままで駐車ブレーキをかけ、セレ

クト レバーをレンジに入れます。 

 

燃えやすい物のそばに車を止
めないでください 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物

（枯草・紙・木材など）があると、火災

になるおそれがあり危険です。車の後方

に 可 燃 物 が あ る と き は 、 車 両 後 端 を

30cm以上離して止めてください。 

隙間が少ないと排気ガスによって変色や

変形したり、火災になるおそれがあり危

険です。また、可燃物（枯草・紙・木材

など）の上で走行したり、車を止めたり

しないでください。 

 

車から離れるときに注意して
いただきたいこと 

車から離れるときは、エンジンを止め、

駐車ブレーキをかけ、必ずドアを施錠し

てください。 

車が動き出したり、車両盗難、貴重品盗

難のおそれがあります。 

また、乳幼児のみを車内に残して車を離

れないでください。炎天下での車内の温

度は、想像以上に高くなり危険です。 
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仮眠するときは必ずエンジン
を止めてください 

エンジンがかかった状態のままで仮眠す

ると、無意識にセレクト レバーを動かし

たり、アクセル ペダルを踏み込んだりし

て、車の不意な発進やエンジン過熱によ

る火災など、思わぬ事故につながるおそ

れがあり危険です。 

また、排気管が損傷していた場合、風通

しの良くない所や、風向きによっては排

気ガスの侵入により、一酸化炭素中毒事

故を起こすおそれがあります。 

 

高速道路で停車するときに注
意していただきたいこと 

高速道路で、故障などのためやむを得ず

停車するときは道路の端によせ、必ず停

止表示板（停止表示灯）を置いてくださ

い。 

万一のために停止表示板（停止表示灯）

は車に常備しましょう。高速道路では停

止表示板（停止表示灯）の設置は法律で

義務付けられています。 

 

高温になっている場所には触
れないでください 

荷物の積み降ろし時などに、手や足が

マフラーに触れないようにしてくださ

い。エンジンがかかっているときやエ

ンジン停止直後のマフラーは高温にな

っているため、やけどをするおそれが

あります。 

タイヤ交換時などに、ディスク ホイ

ールやブレーキ回りに触れないように

してください。走行後のディスク ホ

イールやブレーキ回りは高温になって

いるため、やけどをするおそれがあり

ます。 
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走行後にアイドリングを行っ
てください 

高速および登坂走行の直後にエンジンを

止めるときは、停車後、1 分程度アイド

リングの状態でエンジンを冷やしてから

エンジンを止めてください。 

 

車が雪でおおわれたときに注
意していただきたいこと 

雪が積もった場所や降雪時に駐車すると

きは、エンジンをかけたままにしないで

ください。エンジンをかけた状態で車の

周りに雪が積もると、排気ガスが車内に

侵入して一酸化炭素中毒事故を起こすお

それがあり危険です。 
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安全な燃料給油のために 
セルフ ガソリン スタンドなどで、お客様自身で燃料給油する場合に知

っておいていただきたいこと、お守りいただきたいこと、特に注意して

いただきたいことをまとめています。 

よくお読みになり、安全に給油を行ってください。 

 

必ず指定燃料をご使用くださ
い 

必ず、無鉛レギュラー ガソリンを使用し

てください。 

給油時に、指定されている燃料であるこ

とを確認してください。 

指定以外の燃料（粗悪なガソリン、アル

コール系燃料、軽油、灯油など）を使用

すると、エンジンの始動性が悪くなった

り、ノッキングや出力の低下などが発生

する場合があります。また、そのまま使

用していると、エンジンや燃料系部品を

損傷するおそれがあります。 

 

燃料給油時には、必ず下記の
ことをお守りください 

燃料は引火しやすいため、やけどなど重

大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

必ず下記のことをお守りください。 

エンジンは必ず止めてください。 

車のドア、窓は閉めてください。 

タバコを吸うなど、火気を近付けない

でください。 
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フューエル キャップを開ける前に、

必ず車体または給油機などの金属部分

に触れて、身体の静電気除去を行って

ください。 

身体に静電気を帯びていると、放電に

よる火花で引火するなどして、やけど

のおそれがあり危険です。 

給油中に再び車内のシートに触れたり、

座ったり、また人や物に触れると再帯

電する場合があります。このようなと

きは再び給油機などの金属部分に触れ

て静電気除去を行ってください。 

フューエル キャップを開けるなどの

給油操作は、必ず静電気除去を行った

方お一人で行ってください。 

フューエル キャップを開ける際は、

必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆ

っくりと開けてください。気温が高い

ときなどは燃料タンク内の圧力が高く

なり、給油口から燃料が吹き返すおそ

れがあります。 

ツマミ部分 

 

フューエル キャップを少しゆるめた

ときに「シュー」という音がする場合

は、それ以上開けずに、その音が止ま

るのを確認してからゆっくりと開けて

ください。 

給油中に燃料がこぼれた場合はただち

に給油を止め、こぼれた燃料を布など

でふき取ってください。 

こぼれた燃料が車の塗装面に付着した

場合は水洗いをおすすめします。付着

したままで放置すると、塗装面が劣化

するおそれがあります。 

給油口にほかの人を近付けないでくだ

さい。 

給油するときは、給油口にノズルを確

実に挿入してください。また、オート 

ストップ作動後の継ぎ足し給油は行わ

ないでください。給油口から燃料が吹

きこぼれるおそれがあります。 

給油終了後、フューエル キャップを

閉める場合「カチッ」という音が一度

するまで右に回し、確実に閉まってい

ることを確認してください。 

カチッ 

 

指定品のフューエル キャップ以外は

使用しないでください。 

その他、ガソリン スタンド内に掲示

されている注意事項を守ってください。 

 

燃料の気化ガスを吸わないよ
うにしてください 

燃料には、人体に有害な発ガン性物質を

含んでいる物もありますので、ご注意く

ださい。 
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SRSエアバッグについて 
SRSエアバッグのページも併せてお読みください。 

 

シート ベルトを着用してくだ
さい 

SRSエアバッグの効果を発揮させるため、

必ずシート ベルトと併用してください。 

いざというとき効果を発揮しないばかり

でなく、重大な事故につながるおそれが

あります。 

 

修理、分解、取り外しをしな
いでください 

修理、分解、取り外しなどをお客様自身

で行わないでください。修理の際は、最

寄りのスバル販売店にご連絡ください。 

 

パッド部、インストルメント 
パネルにステッカーなどを貼
らないでください 

パッド部、インストルメント パネルにス

テッカーを貼ったりカバーでおおうと、

いざというときSRSエアバッグが正常に

作動しないおそれがあります。 

 

インストルメント パネルに物
を置かないでください 

インストルメント パネルの上に芳香剤な

ど物を置いたり傘を立てかけたりしない

でください。SRSエアバッグが膨らんだ

ときの衝撃で飛ばされたり、SRSエアバ

ッグが正常に作動しないおそれがありま

す。 

 

走行中は正しいシート位置に
座ってください 

シートの前端に座ったり、ハンドルに近

付きすぎたりしないでください。お子さ

まをインストルメント パネルの前に立た

せたりしないでください。 

また、インストルメント パネルにもたれ

かからないでください。SRSエアバッグ

が膨らんだときの衝撃で重大な傷害を受

けるおそれがあり危険です。 
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チャイルド シートは正しく取
り付けてください 

助手席にチャイルド シート（ベビー シ

ート）を取り付けたり、チャイルド シー

トを後ろ向きに取り付けないでください。

SRSエアバッグが膨らんだときの衝撃で

重大な傷害を受けるおそれがあります。 

取り付け可否については、必ずチャイル

ド シートの適用条件をご確認ください。 

(SRSエアバッグ→ 57 ページ) 

 

 

S321N-0000052～,S331N-0000051～



必読！ドライバーのみなさまへ 

オートマチック車について 

24 

ページアップ日時 : 2009/06/19 14:10:12

オートマチック車について 
オートマチック車の運転のページも併せてお読みください。 

 

オートマチック車の特性や操
作上で注意していただきたい
こと 

オートマチック車には、いくつかの特性

があります。思わぬ事故につながるおそ

れがありますので、正しく理解し、操作

する習慣を身に付けてください。 

 

クリープ現象 

エンジンがかかっているとき、セレクト 

レバーが、レンジ以外の位置では、

動力がつながった状態になり、アクセル

を踏まなくてもゆっくりと車が動き出し

ます。 

停車中は平坦路であっても車が動かない

ようにブレーキ ペダルをしっかりと踏み、

必要に応じて駐車ブレーキをかけてくだ

さい。 

 

キック ダウン 

走行中にアクセル ペダルを踏み込むと、

自動的に低速ギヤに切り替わり、エンジ

ンの回転数が上がり、強く加速します。 

滑りやすい路面やカーブ走行中では、急

激なアクセル ペダルの操作はさけてくだ

さい。 

 

エンジンをかける前にペダル
の位置を確認してください 

ペダルの踏み間違えがないように、右足

でペダルの位置を確認し、必ずセレクト 

レバーがレンジの位置になっているこ

とを確認してください。 

 

ブレーキ ペダルは右足で操作
してください 

ブレーキ ペダルはアクセル ペダルと同

じ右足で操作する習慣を身に付けてくだ

さい。 

ブレ
ーキ
操作
は 

右足
で 
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スタートするときはブレーキ 
ペダルを踏んだままセレクト 
レバーを操作してください 

セレクト レバーがどの位置にあるかをセ

レクト レバーまたはメーター内のインジ

ケーターを必ず目で見て確認し、必ず右

足でブレーキ ペダルをしっかりと踏んだ

ままセレクト レバーを操作してください。 

また、アクセル ペダルを踏んでのセレク

ト レバー操作はしないでください。 

（運転のしかた→ 138 ページ） 

右足
で 

ブレ
ーキ
ペダ
ル 

確認 

 

走行中はセレクト レバーを
レンジの位置に入れないでく
ださい 

走行中はセレクト レバーをレンジに入

れると、エンジン ブレーキが全く効かず

思わぬ事故の原因となります。 

また、下り坂などでは必ずシフト ダウン

をして、エンジン ブレーキを使ってくだ

さい。ブレーキ ペダルを踏み続けること

はやめてください。 

フット 

ブレー
キ 

 

坂道などで注意していただき
たいこと 

坂道などでは、セレクト レバーをレン

ジ、レンジまたはレンジに入れたま

ま惰性で後退したり、レンジに入れた

まま惰性で前進することは絶対にやめて

ください。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが悪

くなったり、ハンドルが重くなるなど、

思わぬ事故や故障の原因となるおそれが

あり危険です。 

 

駐車、停車するときは 

駐車するときは、必ずセレクト レバーを

レンジの位置にし、しっかりと駐車ブ

レーキをかけてください。停車中はセレ

クト レバーをレンジの位置にし、右足

でしっかりとブレーキ ペダルを踏んでく

ださい。 

また、車が完全に停止するまでセレクト 

レバーをレンジには入れないでくださ

い。 
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お子さまを乗せるときは 
ドアの開閉は、大人が注意し
ながら操作してください 

ドアを閉めるときなど、特にお子さまの

手や足を挟まないよう注意しましょう。 

開閉、施錠は大人が行い、安全のために

もチャイルド プルーフを使用してくださ

い。 

（車体各部の開閉→ 68 ページ） 

 

車を離れるときはお子さまも
一緒に離れてください 

お子さまのいたずらによる車の発進、火

災など思わぬ事故が起こるおそれがあり

危険です。また、炎天下での車内の温度

は想像以上に高くなり、危険です。 

必ずお子さまと一緒に車を離れてくださ

い。 

 

お子さまは大人と一緒に後部
座席にお座りください 

助手席ではお子さまの動作が気になり、

運転のさまたげになるだけでなく、お子

さまが運転装置に触れて思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。 

また、万一のとき、お子さまがインスト

ルメント パネルに頭をぶつけたり、放り

出されるおそれがあります。 

 

お子さまを荷室に乗せたり、
遊ばせないでください 

荷室は、シートの状態にかかわらず人が

乗る構造になっていないため、絶対にお

子さまを乗せないでください。急ブレー

キ時などに、思わぬ事故につながるおそ

れがあります。 

また、停車中であってもお子さまを荷室

で遊ばせないでください。 
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お子さまにもシート ベルトを
着用させてください 

お子さまにも必ずシート ベルトを着

用させてください。急ブレーキ時など

体が固定されず大変危険です。 

また、お子さまをひざに抱いて走行し

ないでください。ひざの上でお子さま

を抱いていても、衝突したときなど十

分に支えることができず、お子さまが

重大な傷害を受けるおそれがあり危険

です。 

シート ベルトが首やあごに当たる場

合や腰骨にかからないような小さなお

子さまには、チャイルド シートを使

用してください。 

通常のシート ベルトでは衝突のとき

首などに強い圧迫を受け、けがをする

おそれがあり危険です。 

また、ひとり座りのできない小さなお

子さまはチャイルド シート（ベビー 

シート）を使用してください。 

チャイルド シートのご購入、ご使用

に際しては最寄りのスバル販売店にご

相談ください。 

参考年齢 身長 体重 

9か月以下 

9か月～4才 
以下 

後ろ向きの 
取り付け 

取り付け状態 

前向きの 
取り付け 

選択の目安　ISO FIX対応（テザー タイプ） 

9～18　 
未満 

9　未満 70　未満 

70～100 
    以下 

 

体重 

チャイルド 
シート 

（ベビー兼用） 

ベ
ビ
ー 

チ
ャ
イ
ル
ド 

ジュニア 
シート 

身長 参考年齢 

9か月～4才 

3～12才 

選択の目安　ISO FIX対応以外 

9～18　 
未満 

10　未満 

15～36　 

70　未満 

70～100　 
以下 

100～150　 
以下 

新生児 
 

9か月 
〜 

 

チャイルド シートを取り付けたとき

は、確実に取り付けられていることを

確認してください。取り付け要領は、

それぞれのシートに付属の取扱説明書

をよく読んでください。 

お子さまを乗せていないときでもチャ

イルド シートは、しっかりとシート

に取り付けるか、荷室へ収納してくだ

さい。 

シートから取り外した状態で室内に放

置すると、ブレーキをかけたときなど

に乗員や物などに当たるなどして思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。 

リヤ シートの左右席には、ISO* FIX対

応ISO FIX固定バー＆テザー アンカー

対応のチャイルド シートを取り付け

ることができます。 

（ISO FIX対応ISO FIX固定バー＆ 

テザー アンカー→ 47 ページ） 

 
*
 ISOはInternational Organization for 

Standardization（国際標準化機構）の略 
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シート ベルトでお子さまを遊
ばせないでください 

お子さまをシート ベルトで遊ばせないで

ください。万一シート ベルトが首に巻き

付いた場合、窒息などの重大な傷害を受

けるおそれがあり危険です。 

誤ってそのような状態になってしまい、

シート ベルトのバックルも外せない場合

は、はさみなどでシート ベルトを切断し

てください。 

 

チャイルド シートは正しく取
り付けてください 

助手席にチャイルド シート（ベビー シ

ート）を取り付けたり、チャイルド シー

トを後ろ向きに取り付けないでください。

SRSエアバッグが膨らんだときの衝撃で

重大な傷害を受けるおそれがあります。 

取り付け可否については、必ずチャイル

ド シートの適用条件をご確認ください。 
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パワー ウインドゥはお子さま
に操作させないでください 

パワー ウインドゥは大変強い力で開閉し

ますので、開閉するとき、手・腕・頭・

首などを挟んだり巻き込んだりして、重

大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 

ロック スイッチを“OFF”にすると、運

転席ウインドゥ ガラス以外は開閉できな

くなります。お子さまを乗せているとき

は、ロック スイッチを“OFF”にしてく

ださい。 

OFF

 

お子さまが窓から手や顔を出
さないように注意しましょう 

走行中に限らず、お子さまが窓から手や

顔を出さないように注意しましょう。思

わぬけがをするおそれがあります。 
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お車を長持ちさせるには 
点検整備を行いましょう 

車は日頃の管理が大切です。安全、快適

にご使用いただくため、必ず実施してく

ださい。 

日常点検 

新車時点検 

定期点検 

定期交換部品の交換整備 

これらの点検整備は法令で定められてい

るものと、スバルが推奨するものに基づ

いています。 

詳しくは別冊の「メンテナンス ノート」

をご覧ください。 

 

エ ン ジ ン 冷 却 水 温 が 低 い 間
は、エンジンに負担のかかる
運転をさけてください 

エンジン冷却水温が低い間は、急激な

空ぶかし・急加速・高速走行をさけた

運転でエンジンを暖機させてください。

暖機不足の状態で、急激な空ぶかし・

急加速・高速走行をすると、エンジン

に悪い影響をあたえたり、触媒装置の

損傷の原因になるおそれがあります。 

暖機は水温表示灯が消灯すれば十分で

す。 

無鉛ガソリンのみ使用してく
ださい 

必ず、無鉛レギュラー ガソリンを使用し

てください。 

給油時に、指定されている燃料であるこ

とを確認してください。 

指定以外の燃料（粗悪なガソリン、アル

コール系燃料、軽油、灯油など）を使用

すると、エンジンの始動性が悪くなった

り、ノッキングや出力の低下などが発生

する場合があります。また、そのまま使

用していると、エンジンや燃料系部品を

損傷するおそれがあります。 

無　
鉛 
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車の改造や自己流の調整はし
ないでください 

車の性能や機能に適さない部品を装着

したり、自己流のエンジン調整や配線

などを行わないでください。正常な性

能を発揮できなかったり、故障や火災

など思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。 

国土交通省に届け出をした部品以外の

物を装着すると、違法改造になること

があります。 

ガラス面に、着色フィルムやステッカ

ーなどを貼り付けないでください。運

転のさまたげになり危険です。特にフ

ロント ガラスおよびフロント ドア左

右のガラスへの貼り付けは法令で禁止

されています。 

タイヤを交換するときは、指定以外の

物を装着しないでください。また、ホ

イール、ホイール取り付けナットを交

換するときは、この車専用以外の物を

装着しないでください。性能や機能に

支障をきたし、安全な走行ができなく

なります。交換するときは、スバル販

売店にご相談ください。 

無線機やスバル指定部品以外の電装品

などの取り付け、取り扱い方法が適切

でない場合、電子機器部品に悪影響を

およぼしたり、故障や火災など思わぬ

事故につながるおそれがあり危険です。

スバル販売店にご相談ください。 

バッテリー端子にスバル指定部品以外

の電装品やアース線を直接つなげない

でください。バッテリーあがりや火災

など思わぬ事故につながるおそれがあ

り危険です。 

お客様自身でのハンドルの取り外しは

しないでください。ハンドルにはSRS

エアバッグが内蔵されているため、不

適切に扱うと誤作動につながり、重大

な傷害を受けるおそれがあり危険です。 

 

指定部品を使いましょう 

部品を交換する場合は「スバル指定部

品」のご使用をおすすめします。 
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こんなときは 
警告灯が点灯、点滅したとき 

警告灯類が異常を知らせたとき、そのま

ま走行すると危険な場合があります。安

全な場所に停車し、正しい処置を行って

ください。 

（警告灯→ 112 ページ） 

 

オーバー ヒートしたとき 

水温警告灯が点滅・点灯したときは、オ

ーバー ヒートが考えられます。そのとき

エンジン ルームまたはボンネットから蒸

気が出ている場合は、絶対にエンジン ル

ームまたはボンネットを開けないでくだ

さい。 

また、あわてて冷却水注入口を外さない

でください。熱湯が吹き出し、やけどを

するおそれがあります。 

（オーバー ヒートの処置→ 186 ページ） 

 

エンストしたとき 

エンストしたときは落ち着いて操作して

ください。 

ブレーキの倍力装置やパワー ステアリン

グ装置が作動しなくなり、ブレーキの効

きが悪くなったり、ハンドルが重くなっ

たりします。この場合、制動力などがな

くなったわけではありませんので、通常

より力を入れてハンドルやブレーキを操

作してください。 

 

パンクしたとき 

走行中にパンクやバースト（破裂）をし

たときは、ハンドルをしっかり持って

徐々にブレーキをかけてスピードを落と

してください。急ブレーキをかけるとハ

ンドルを強く取られ危険です。 

（タイヤ交換→ 180 ページ） 

 

床下に強い衝撃を感じたとき 

車体の床下に強い衝撃を感じたときは、

すぐに安全な場所に車を停車し、下回り

を点検してください。 

ブレーキ液や燃料の漏れ、損傷などが見

つかった場合はそのまま運転すると思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。ス

バル販売店で点検を受けてください。 

 

いつもと違うとき 

地面に油や液の漏れたあとが残っている

ときや、異臭、異音、振動などに気付い

たときは、車に異常のおそれがあります。

このようなときは、スバル販売店で点検

を受けてください。 
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車両の火災につながるおそれ
があるため、下記の点に注意
をしてください 

灰皿を使用したあとは、マッチ、タバ

コの火を確実に消し、必ず閉めてくだ

さい。火災になるおそれがあり危険で

す。 

車内（特にインストルメント パネル

の上など）に、ライターなどの発火物

や炭酸飲料を置かないでください。車

内が高温になり火災や爆発につながる

おそれがあり危険です。 

ライターを車内（グローブ ボックス

内など）に放置したままにしないでく

ださい。荷物を押し込んだときや、シ

ートを動かしたときに、ライターの操

作部が誤作動し、火災になるおそれが

あり危険です。 

 

ウインドゥ ガラスには吸盤を付けな

いでください。また、インストルメン

ト パネルの上に芳香剤などの容器を

置かないでください。吸盤や容器がレ

ンズのはたらきをして、火災になるお

それがあり危険です。 

 

シルバー色などの金属蒸着フィルムを

曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウ

インドゥ ガラスを開けたまま放置し

ないでください。ドアやウインドゥ 

ガラスを開けたまま放置すると、直射

日光が曲面ガラスの内側に反射し、レ

ンズのはたらきをして、火災になるお

それがあり危険です。 
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こんな点にも注意をしてくだ
さい 

炎天下での駐車は高温になりますので、

メガネなどを車内に放置したり、小物

入れなどに入れたままにしないでくだ

さい。炎天下では車内が高温になるた

め、レンズやフレーム、耐熱性の低い

物は、変形・ひび割れを起こすことが

あります。 

車内のスイッチに飲み物などをこぼし

たり、雨水などがかからないよう注意

してください。インストルメント パ

ネルやドアなどにあるスイッチにかか

ると、故障の原因となったり、車両火

災につながるおそれがあり危険です。

万一、スイッチに飲み物、雨水などが

かかった場合は、すみやかにスバル販

売店にご相談ください。 

インストルメント パネルの上に物を

置いたまま走行しないでください。運

転者の視界をさまたげたり、発進時や

走行時に動いて思わぬ事故につながる

おそれがあります。 

運転者はハンズ フリー以外の自動車

電話や携帯電話などを走行中に使用し

ないでください。思わぬ事故につなが

るおそれがあります。 

運転者は走行中、テレビを見たり、カ

ー ナビゲーションを操作しないでく

ださい。思わぬ事故につながるおそれ

があります。 

リヤ シートの調整および収納状態か

ら元に戻したときは必ずロックしたこ

とを確認してください。ロックがかか

っていない状態での走行は思わぬ事故

につながるおそれがあります。 

タイヤは 4 輪とも指定サイズで、同一

サイズ、同一メーカー、同一銘柄およ

び同一トレッド パターン（溝模様）

の物を装着してください。 

摩耗差の著しいタイヤは使用しないで

ください。 

 

車止めなどに注意をしてくだ
さい 

下記のような場合には、スポイラー、大

型バンパーなどを損傷するおそれがあり

ますので、十分に注意してください。 

車止めのある場所への駐車 

路肩に沿っての駐車 

路肩など段差のある場所への乗り降り 

凹凸やわだちのある道路の走行 

くぼみ（穴）のある場所の通過 
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